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１２月１７日に、保護者の皆さまにもご参加いただき、学校

保健委員会を開催しました。 
はじめに、本校の健康実態について、養護教諭から定期健康

診断結果、栄養士から学校給食について、体育主任から体力テ

スト結果の報告をしました。 
その後、ご出席いただいた学校歯科医の甲田先生から、歯の

健康づくりについてのご助言をいただきました。 
また、今年度は特別支援教育士の吉田千夏先生を講師にお招

きして、お話を聞きました。体験型ワークも取り入れたお話で、

会場は大変盛り上がり、充実した会となりました。 
 
歯科校医 甲田先生から 
・歯科健診では、むし歯はほとんどなかった。幼稚園や保育園

の健診でも同様の傾向。歯科矯正をしている児童が増えてい

る。歯科矯正中は歯みがきがしにくいので注意が必要。 
・むし歯菌のエサをなくし、菌の数を減らすためにも、「食べ

た後に歯をみがく」ことを習慣にしてほしい。 
・うがいをするときは、まず口腔内をゆすいでから、のどのう

がいをするとよい。 
 
特別支援教育士の吉田千夏先生の講話  

『子供の「ちょっと困った」にも寄り添える、理解と支援』 
 

・「困っている子の気持ちになってみよう」  

相手に言葉で伝えることの難しさや、書くことが苦手な子・漢

字が苦手な子・聞くことが苦手な子の気持ちを体験してみ

ましょう。（体験型ワーク） 

・「相手に伝わりやすい伝え方」 
「ちゃんと」「きちんと」などの曖昧な言葉は伝わりにくい。

言葉が多くても足りなくても伝わらない。「短文で」「必要

な言葉だけ」「発達段階に合わせて」「言い切る」がポイン

トです。 
・「苦手」には、様々な原因があります。その子の強みと弱み

を見極めて、支援方法を考えることが大切です。漢字の覚え

方にも、何度も書いて覚える、既習漢字を手掛かりに覚える、

文字の成り立ちで覚える、書き順を唱えて覚える、空書きで

覚えるなど、その子の力にあった練習方法や、記憶の仕方が

あります。 
・寄り添う支援について 

できていることを「あたりまえ」と思わずほめることが大切。

大人の理想の子供像でほめるのではなく、その子の「伸びし

ろ」をほめると、どの子もほめてもらえます。      

令和７年度 学校保健委員会の報告 

ワークの様子 

「言葉だけで折紙の折り方を

相手に伝えましょう。」 

苦手な子を助ける様々な教具

の紹介 コンパス、定規、 

ノート、リコーダーなど 


